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右
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一 

 



 

三 

日
本
絹
人
絹
織
物
工
業
組
合
連
合
会
の
長
谷
川
清
理
事
長
は
、
前
項
の
人
絹
糸
を
、
放
出
対
象
の
人
絹
織
布 

一 

昭
和
三
十
七
年
六
月
、
人
絹
糸
の
価
格
が
高
騰
し
た
お
り
、
通
商
産
業
大
臣
は
、
い
わ
ゆ
る
系
列
外
の
輸
出

向
け
人
絹
織
布
業
者
を
救
済
す
る
た
め
、
人
絹
糸
の
製
造
業
者
に
人
絹
糸
を
放
出
す
る
よ
う
勧
奨
し
た
事
実
が

あ
る
か
。 

二 

右
勧
奨
に
基
づ
い
て
、
製
造
業
者
が
二
百
三
十
ト
ン
、
商
社
が
そ
の
手
持
七
十
ト
ン
合
計
三
百
ト
ン
の
人
絹

糸
を
、
放
出
す
る
こ
と
と
な
り
、
こ
れ
を
日
本
絹
人
絹
織
物
工
業
組
合
連
合
会
を
通
じ
て
、
い
わ
ゆ
る
系
列
外

の
輸
出
向
け
人
絹
織
布
業
者
に
割
り
当
て
、
販
売
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
と
き
い
て
い
る
が
、
そ
の
事
実
の

有
無
。 

 
右
事
実
が
あ
る
な
ら
ば
、
政
府
は
、
そ
の
割
り
当
て
販
売
に
つ
き
、
い
か
な
る
行
政
指
導
を
し
た
か
。 

輸
出
向
け
人
絹
織
物
用
人
絹
糸
の
確
保
措
置
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

三 

 



 

 

四 

業
者
に
割
り
当
て
販
売
し
な
い
で
、
福
井
人
絹
取
引
所
を
通
じ
平
均
約
三
百
円
の
清
算
取
引
価
格
で
、
現
物
を

売
り
つ
な
ぎ
処
分
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。 

放
出
価
格
は
二
百
三
十
円
で
あ
つ
た
か
ら
、
そ
の
差
額
は
三
百
ト
ン
と
し
て
合
計
四
千
二
百
万
円
の
暴
利
を

長
谷
川
清
理
事
長
が
取
得
し
た
計
算
と
な
る
。
こ
の
背
信
的
不
法
処
分
を
め
ぐ
つ
て
日
本
絹
人
絹
織
物
工
業
組

合
連
合
会
及
び
単
位
組
合
並
び
に
人
絹
織
布
業
者
間
に
重
大
な
紛
争
が
発
生
し
た
と
新
聞
は
報
じ
て
い
る
。 

よ
つ
て
、
右
事
実
の
有
無
と
そ
の
処
理
状
況
及
び
こ
れ
に
関
し
て
政
府
の
と
つ
た
措
置
と
、
そ
の
所
見
は
ど

う
か
。 

右
質
問
す
る
。 


